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さまざまな用語さまざまな用語
書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

情報活用能力

情報リテラシー

読解力

情報教育

情報

情報リテラシー

これらの用語の明確な定義とは？
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情報教育を取り巻く用語情報教育を取り巻く用語
• 明確に定義され正しく認識されているもの

定義が不明確なもの

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

定義が不明確なもの
正しい定義と世間の認識が乖離しているもの

• 「情報教育とは何か」を明確にするために
語句の定義を整理し，理念を明らかにする語句の定義を整理し，理念を明らかにする
必要があるのではないか

2012-08-11 (Sat.) 全高情研第５回大会 3



情報リテラシー情報リテラシー
• 情報教育を構成する用語のひとつ

– 「情報教育とは何か」という本質にも関わる

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

– 「情報教育とは何か」という本質にも関わる
• 書籍タイトルなどでもよく使われる

– 人々の目に触れることが多い
– 書店等でのブラウジングによる情報検索行動で

我々の第一印象を形成する可能性我々の第一印象を形成する可能性

• 書籍タイトルから世間の認識を調査
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「情報リテラシー」という語句に対する
世間の認識はどうなっている？



研究の目的研究の目的
• 書籍タイトルにおける「情報リテラシー」

という語句の使われ方を調査することで，

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

という語句の使われ方を調査することで，
「情報リテラシー」という語句が世間で
どのように認識されているかを
明らかにする
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情報リテラシーの定義情報リテラシーの定義 1/31/3

• 文部科学省による定義１
• 臨時教育審議会第二次答申（1986）

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

• 臨時教育審議会第二次答申（1986）
– 情報リテラシーは「情報活用能力」と同義
– 情報および情報手段を主体的に選択し活用して

いくための個人の基礎的な資質
– 情報活用能力の三観点の基盤– 情報活用能力の三観点の基盤
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情報リテラシーの定義情報リテラシーの定義 2/32/3

• 文部科学省による定義２
• 学術情報基盤実態調査における定義

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

• 学術情報基盤実態調査における定義
– コンピュータやネットワークの基礎的な理解，

コンピュータやソフトウェアの操作，情報検索
能力等を指す

– コンピュータに関する内容が強調されている– コンピュータに関する内容が強調されている
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文部科学省内においてすら
情報リテラシーの定義は一貫していない



情報リテラシーの定義情報リテラシーの定義 3/33/3

• 図書館情報学分野における定義の例
• 藤田（2011）による定義

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

• 藤田（2011）による定義
– 自分がどんな情報を求めているのかを理解し，

その情報を的確に探すことができ，その内容を
評価し判断して，行動したり，自分から情報を
発信するといった，情報を利用できる能力
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【出典】
藤田節子『図書館活用術 新訂第3 版：情報リテラシーを
身につけるために』日外アソシエーツ（2011）



調査の概要調査の概要
1. 書籍タイトルに「情報リテラシー」という

語句が含まれるものをリスト化

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

語句が含まれるものをリスト化
2. 各書籍が「情報リテラシー」という語句を

どのように認識しているかについて
タイトルから推察

3. 認識傾向を分類して整理・分析3. 認識傾向を分類して整理・分析
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調査方法調査方法
• 国内で発行されている書籍のデータベース

としてAmazon.co.jpを採用

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

としてAmazon.co.jpを採用
• データベースで以下の検索を実施

– 検索対象：和書
– 書名（タイトル）：情報リテラシー

• 調査実施について• 調査実施について
– 実施日：2012年7月10日
– 検索ヒット数：227件
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（参考）（参考）Amazon.co.jpAmazon.co.jp
• http://www.amazon.co.jp/
• 世界・国内で最大規模のオンライン書店

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

• 世界・国内で最大規模のオンライン書店
• 出版された書籍の多くを収録している

データベースと捉えることもできる
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調査結果調査結果
書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

タイトルから「情報
リテラシー」のとらえ方が

推察可能 125件

調査・研究法
6件（4.8%）

資格試験対策
25件（20.0%）

金融・経済
7件（5.6%）

推察可能 125件
（55.1%）

推察不可能 102件
（44.9%）

区分 件数 割合
調査・研究法 6 4.8%
コンピュータ活用 74 59.2%

「○○情報
リテラシー」4件（3.2%）

図書館・教育
9件（7.2%）

コンピュータ
活用 74件
（59.2%）
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コンピュータ活用 74 59.2%
「○○情報リテラシー」 4 3.2%
図書館・教育 9 7.2%
資格試験対策 25 20.0%
金融・経済 7 5.6%

約8割が何らかの形で
コンピュータ活用に
主眼を置いている



考察考察
• 市販されている多くの書籍において

「情報リテラシー」＝コンピュータ活用

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

「情報リテラシー」＝コンピュータ活用
– Word，Excel，Windowsといった特定の

アプリケーション名を関したタイトルが多い
• コンピュータの活用スキルや特定アプリ

ケーションに特化したスキルの習得が
情報リテラシー習得と誤解されかねない情報リテラシー習得と誤解されかねない
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情報教育における「情報リテラシー」と
世間の認識の乖離は，情報教育の正しい認識を

妨げている？



今後の課題今後の課題
• 今回の調査：書籍タイトルだけに留まる

– 書籍内容も調査対象として，各書籍のテーマを

書籍タイトルからみた「情報リテラシー」に対する世間の認識

– 書籍内容も調査対象として，各書籍のテーマを
厳密に判定する必要あり

• そもそも「情報リテラシー」の「正しい」
定義とは？
– 学術的観点から用語を適切に定義する必要あり– 学術的観点から用語を適切に定義する必要あり

• 情報教育を取り巻く他の語句も調査
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書籍タイトルからみた書籍タイトルからみた
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ご清聴ありがとうございました


